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長良川鉄道 関駅

各務原市方面→

▼長良川鉄道関駅　　

　西側ホームとの

　連絡通路

広報せき 2014.4.1

（午前５時３０分～午後１１時３０分）

※始発・最終時刻により変更すること

　もあります

▼バス案内所 

　平日：午前９時３０分～午後６時

　土曜日：午前９時３０分～午後５時３０分

　日曜・祝日:休み

　バス利用案内、回数券、ICカードの販売など

▼観光案内コーナー　　　

　観光情報

　特産品販売

▼駐輪場

待合所

　    照会先　市民協働課　☎23-6831

オープン
平成26年4月1日
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←美濃市方面

広報せき 2014.4.1

▼飲料水用貯水槽

　（地下埋設）

▼防災資機材備蓄倉庫

▼マンホール式トイレ

▼利用案内

　３時間以内…………無料

　３時間を超え２４時間まで

　…………………２００円

　２４時間を超える場合

　…………２４時間ごとに　

　　　　　２００円加算

緊急時
一時避難所

有料駐車場
▼バス乗降場

　関シティバス、

　高速バス、都市間バス

▼タクシー乗降場

▼一般車両乗降場

▼太陽光発電式照明灯
▼モニュメント

駅前広場

新しい関市の玄関口

関シティターミナル
関駅西口駅前広場「関シティターミナル」が、
いよいよ完成しました。関シティターミナルは、
美濃加茂市から郡上市までを走る長良川鉄道関
駅に隣接・連結しており、高速バス、都市間バス、
コミュニティバス、デマンドバスの乗り継ぎ拠
点としてたいへん便利な関市の新しい玄関口と
なります。ぜひご利用ください。
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特  集



㈱ナガセインテグレックス

㈱D Art 4
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「
超
精
密
」

「
革
新
」

　「世の中にないものは、自分で作ればいい ･･･」創業

者のモノづくりに対する精神はナガセインテグレック

スの社風となって今に受け継がれています。同社のこ

だわりは「超精密」。１ナノメートルをコントロール

することにかけて世界一の技術レベルを誇ります。

　世界中のどこにもまねできない超精密研削技術

は天文台の巨大望遠鏡のレンズなどにも生かされ

ています。こうした技術を支える秘密は社内のス

タッフにありました。例えば、社員による研究レ

ポートを掲載した技術雑誌を年２回発行。日頃の

研究の成果を報告することで日々研鑽を重ねてい

ます。こうした努力によって最先端技術は蓄積さ

れ、世界ナンバーワンの「超精密」の根底を支え

ているのです。

“夢工房”と名付けられた

工場内は、１/100 度単位

の温度管理がなされた、ま

さに夢の工場。

池尻に建設中

の新工場で、

新たな事業展

開を図る。

関市の“モノづくり”を体感できる企業展

ビジネスプラス展inＳＥＫＩ
約50社の企業が参加し、優れた技術力や高品質な製品づくり
などを発表します

◆期日　６月２７日（金）・２８日（土）の２日間
◆会場　関市文化会館・小ホール、ホワイエほか
◆主催　関市、関商工会議所、関信用金庫
◆照会先　商工課（☎23－6752）

　「時代は“製品力”を求めている」一見、研究所のような

工場で語る社長の後ろには見たことのないクルマが・・・。

大手自動車メーカーからも注目を受ける同社は未来の自動車

を形にしました。それが発電機搭載型ＥＶ「Ｄ－ＦＡＣＥ」。

おしゃれさと機能性を兼ね備えたフロントドア。１回の充電

で世界最長 150km の走行が可能なハイブリットエンジン。

この車がまちを颯爽と走る日は近いのかも。

　「世の中にないものを作り出すこと」D Art のモノづくり

へのこだわりは車にとどまりません。三輪バイクや自転車の

ほか、高齢者用の杖、介護用のいす、カーボン製軽量車いす、

車の形のカバンなど。革新（イノベーション）を形にする未

来志向の企業 D Art の次なる夢は、「ロボット」を創ること。

表紙写真は関商工高校の生徒たちです。

未来の関市のモノづくりを担う若者たち

の目は希望に輝いています。
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「満足だけでなく感動を与える

機械を作りたい」という、熱い

思いが感じられました。
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